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責任ある企業行動の企業方針及び経営システムへの組み込み(1/2)

三菱商事

7品目における個別の調達方針の策定

◼ 情報開示やモニタリング、遵守違反への対応まで含めた考え方を「持
続可能なサプライチェーン行動ガイドライン」としてサプライヤーに伝
達している

◼ また、商品別の特性等を踏まえて7種の品目（大豆、木材・紙製
品、パーム油、コーヒー豆、カカオ豆、水産物、マグロ類）において
個別の調達指針を策定・運用しており、各方針内で生態系保全へ
の配慮を要請している。

データソース：三菱商事「サプライチェーン・マネジメント : 方針・基本的な考え方」

セブン＆アイHD

自然資本に特化した方針の策定・運用

◼ ネイチャーポジティブの実現に向けて、自然資本に関する方針を策
定した。本方針では、自然との関わりとの把握から開示・報告まで一
気通貫で方針を定めている。

データソース：セブン&アイ・ホールディングス「セブン＆アイ・ホールディングス自然資本に関する方針」

1. 自然との関わりを把握するよう努めます

2. 自然の恵みを大切にし、自然に与えるネガティブな影響を回避・最小化します

• 生態系や生物多様性への配慮、森林破壊・土地転換がないなど、自然への影響を
確認し、責任ある原材料の調達を推進します

• 農薬・化学肥料の削減、廃棄物の削減などに取り組み、私たちの事業活動はもとより、
バリューチェーン全体で自然に与える影響を回避し、最小化します

3. 自然環境や生物多様性の回復・再生に貢献します

• 私たちの事業拠点・周辺のみならず、原材料の調達先においても、地域住民をはじめ
とした様々なステークホルダーと協力し、経済・社会・自然環境の総合的な観点で地
域規模の取り組みを進め、あらゆる生きものにとって豊かな環境づくりを推進します

• 再生農業や有機栽培など、自然にポジティブな影響を与えることができる方法で栽
培・生産された原材料の調達を推進します

4. イノベーションを取り入れ、あらゆるステークホルダーと自然に貢献する価値を共創します

• 自然とともに生活する先住民族とその地域社会が持つ歴史、文化、暮らし、知見、土
地の権利を尊重し、ネイチャーポジティブを目指してエンゲージメントや連携に努めます

• 課題のある地域やステークホルダーを特定し、対話を通じて、バリューチェーン全体で
支援や課題解決に取り組みます

5. 透明性の高い、信頼される誠実な開示・報告に努めます

▲自然資本に関する調達方針（一部抜粋）

https://www.mitsubishicorp.com/jp/ja/sustainability/social/supplychainmanagement/001.html
https://www.mitsubishicorp.com/jp/ja/sustainability/social/supplychainmanagement/001.html
https://www.mitsubishicorp.com/jp/ja/sustainability/social/supplychainmanagement/001.html
https://www.7andi.com/sustainability/policy/nature.html
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責任ある企業行動の企業方針及び経営システムへの組み込み(2/2)

環境再生型農業に関する目標設定、
小規模農家も含めたエンゲージメント

ユニリーバ

データソース：ユニリーバ「自然」、「Regenerative Agriculture Principles in 2021」

▲小規模農家等に対する支援プログラム

◼ 自然関連の目標の１つとして「2030年までに100万haの土地で環
境再生型農業を実践すること」を掲げている。

◼ また、上記に関連する目標として「2026年までに25万人の小規模
農家に対して生計を支援するプログラムを提供すること」を掲げてお
り、世界各国で様々な取組を推進している。

◼ さらに、2021年に環境再生型農業の実践を支援するために、
「Regenerative Agriculture Principles in 2021」を策定・公表
しているほか、プログラムの提供や成果の最大化に向けて専門家や技
術・ソリューション提供者と協働している。

▲各種プログラムを実施している地域・事例のマップ

▲「Regenerative Agriculture Principles in 2021」

https://www.unilever.com/sustainability/nature/
https://www.unilever.com/files/6214b484-7875-4042-90ed-30122b2bbf05/regenerative-agriculture-principles-and-implementation-guide-april-2021/
https://www.unilever.com/files/6214b484-7875-4042-90ed-30122b2bbf05/regenerative-agriculture-principles-and-implementation-guide-april-2021/
https://www.unilever.com/files/6214b484-7875-4042-90ed-30122b2bbf05/regenerative-agriculture-principles-and-implementation-guide-april-2021/
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企業の事業、サプライチェーン及びビジネス上の関係における負の影響の特定・評価

ブリヂストン

NGOと開発したSAQを活用した現地監査

◼ サプライチェーンが「グローバルサステナブル調達ポリシー」に準拠してい
るかどうかを確認するデューディリジェンスプロセスを公益財団法人世
界自然保護基金(WWF)ジャパンと協働開発。

◼ WWFと連携して開発したSAQ(Self-Assessment 

Questionnaire)を活用し､欧州法令への対応を含めた天然ゴム
取引先のESG現地監査を行っており､FPIC原則の遵守含め、リスク
評価を実施するとともに､改善を支援している。

データソース：ブリヂストン「ブリヂストン 統合報告 2026」
参考：環境省「ネイチャーポジティブ経済移行に向けた企業価値向上ストーリー集」（P30-31）

グローバルなルールメイキングへの参画

◼ 持続可能な天然ゴムのためのグローバルプラットフォームである
「GPSNR(Global Platform for Sustainable Natural Rubber)」の
立ち上げを主導し、森林破壊のリスクがあるとされる天然ゴムについ
ての広範で複雑な課題の解決に向けた仕組みの構築を推進。小
規模農家支援への共同投資手法や第三者保証制度の構築といっ
たルールメイキングに関与し、早期対応を進めている。

◼ 2026年までに小規模農家の収穫量増加や生計向上、さらには森林
の保護を目指して、30,000軒の小規模農家支援を中期目標とする
グローバル戦略を策定している。

ニッスイ

調達した水産物の資源状態の定期的な調査と
事業戦略・取組への反映

◼ グループ全体で調達した水産物の資源状態について3年ごとに調査
を実施し、調査結果をもとに、課題のある海域・漁業・魚種・漁法な
どを特定したうえで、課題別の優先順位や対応策を検討し、事業戦
略や取り組みに反映している。

◼ 2019年の資源状態調査で、調達した水産物に絶滅危惧種に該当
する魚種が含まれることが判明したため、「ニッスイグループ絶滅危惧
種（水産物）の調達方針」に基づき、MSCをはじめとした認証漁
業品の調達を推進している。

▲ニッスイグループの取り扱い水産物の資源状態

データソース：ニッスイ「ニッスイグループ取り扱い水産物の資源状態調査(第3回)調査結果」
参考：環境省「ネイチャーポジティブ経済移行に向けた企業価値向上ストーリー集」（P12-13）

https://www.bridgestone.co.jp/ir/library/integrated_report/pdf/2026/ir2026_spread.pdf
https://www.bridgestone.co.jp/ir/library/integrated_report/pdf/2026/ir2026_spread.pdf
https://www.bridgestone.co.jp/ir/library/integrated_report/pdf/2026/ir2026_spread.pdf
https://www.env.go.jp/content/000409115.pdf
https://www.nissui.co.jp/news/2024093002.html
https://www.nissui.co.jp/news/2024093002.html
https://www.nissui.co.jp/news/2024093002.html
https://www.nissui.co.jp/news/2024093002.html
https://www.nissui.co.jp/news/2024093002.html
https://www.nissui.co.jp/news/2024093002.html
https://www.nissui.co.jp/news/2024093002.html
https://www.env.go.jp/content/000409115.pdf
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負の影響の停止、防止・軽減(1/3)

ブリヂストン

デジタルツールの導入による
トレーサビリティの精度信頼性の向上

◼ 2027年までにトレーサビリティを地区（ディストリクト）レベルで
100%確保することを目指し、実現に向けて、デジタルツールの導入
や取引先との協力関係の強化を推進している。

◼ デジタル化により、土地利用分析のための衛星画像、管轄監視のた
めの地理マッピングの利用に加え、データをリアルタイムで管理するた
めのクラウドベースのデータ保管が可能となり、トレーサビリティの
データの精度と信頼性が向上している。

◼ さらなる取組として、農園レベルのトレーサビリティの確保にも取り組ん
でおり、規制遵守が求められる欧州市場向けだけでなく、グローバル
な天然ゴムサプライチェーンのトレーサビリティを約62%（農園ま
で）確保している。

▲トレーサビリティの担保状況及び目標（各脚注はデータソースご参照）

データソース：ブリヂストン「調達」
参考：環境省「ネイチャーポジティブ経済移行に向けた企業価値向上ストーリー集」（P30-31）

伊藤忠商事

ブロックチェーンを活用したトレーサビリティの確保と
小規模農家の生活水準向上への貢献

◼ PROJECT TREEのアプリを通じて天然ゴムの農園位置・取引内
容・遵法状況がブロックチェーンに記録される。

◼ 協賛タイヤの売上の一部を小規模農家へ還元することで生活水準
向上に貢献するほか、小規模農家に対する教育活動を通じ、参加
農家の増加とトレーサビリティの更なる向上に努めている。

データソース：伊藤忠商事「PROJECT TREE」
参考：環境省「ネイチャーポジティブ経済移行に向けた企業価値向上ストーリー集」（P40-41）

▲アプローチ

https://www.bridgestone.co.jp/csr/social/procurement/
https://www.env.go.jp/content/000409115.pdf
https://project-tree-natural-rubber.com/jp/initiative/
https://www.env.go.jp/content/000409115.pdf
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負の影響の停止、防止・軽減(2/3)

パーム油調達におけるトレーサビリティの担保

花王

◼ 主要原材料であるパーム油について、トレーサビリティ100％の確
保、サプライチェーンにおける森林破壊ゼロ・土地転換ゼロの達成、
および人権リスクの低減を目標としている。2025年時点では、パー
ム農園までのトレーサビリティ91％を達成し、今後も2030年末ま
でにトレーサビリティ100％の達成を目指して取り組みを継続する。

◼ また、サプライチェーンマネジメント強化のため、衛星等による原産地
モニタリングおよびアセスメント、現地での直接支援を実施している。

データソース：花王「パームダッシュボード」
参考：環境省「ネイチャーポジティブ経済移行に向けた企業価値向上ストーリー集」（P40-41）

▲持続可能なパーム油調達のための活動計画

▲XXX

責任あるサプライチェーン管理により、自然資本の損失
回避・軽減、保全等の取組を推進

◼ 「森林破壊・転換ゼロコミットメント」にて森林破壊を伴わないサプライ
チェーン管理を宣言

◼ 「木材原料の調達指針」にて（１）森林認証材の拡大、（２）
植林木の増量、拡大、（３）未利用材の有効活用、（４）調
達における法令順守、環境・社会への配慮等の確認、（５）情報
公開、の５点を掲げているなど、自然資本の損失回避・軽減、保
全等について幅広くサプライヤーに取組を周知・要請している。

◼ また、（４）については全てのサプライヤーを対象に、下記の項目を
継続的に調査し、木材原料のトレーサビリティを確保するとともに、適
正に管理された森林より産出された木材原料のみを購入することで、
責任ある調達を実施

a. 原料の産地
b. 森林の管理方法
c. 森林認証の取得状況
d. 違法伐採による木材がないこと
e. 天然林から人工林または森林以外の土地利用に転換されている土

地からの木材がないこと
f. 遺伝子組み換え材がないこと
g. 公的に保護価値が高いと認められた山林を伐採していないこと
h. 原料をめぐる重大な社会的紛争がないこと
i. 人権の擁護や労働者の権利保護に配慮していること

データソース：王子HD「王子グループ 木材原料の調達指針」
参考：環境省「ネイチャーポジティブ経済移行に向けた企業価値向上ストーリー集」（P16-17）

王子HD

https://www.kao.com/jp/sustainability/we/procurement/palm-dashboard/
https://www.env.go.jp/content/000409115.pdf
https://ojiholdings.disclosure.site/Portals/0/pdf/themes_188/wood_2023.pdf
https://ojiholdings.disclosure.site/Portals/0/pdf/themes_188/wood_2023.pdf
https://www.env.go.jp/content/000409115.pdf
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負の影響の停止、防止・軽減(3/3)

調達方針策定、トレーサビリティの確保、自然資本の
損失軽減、保全・回復にかかる取組推進の要請

トヨタ自動車

◼ 第 8 次トヨタ環境取組プラン（2030 年目標）を踏まえて「グリーン
調達ガイドライン」を改訂しており、「ネイチャーポジティブに向けたお願
い」として下記を記載している。（一部抜粋）

✓自然共生社会の構築

a. 納入製品における生物多様性への配慮

原材料まで遡り、生物多様性への影響を最小化した製品
の開発をお願いします。特に生物・植物由来原料を使用す
る場合は生物多様性への十分な配慮をお願いします。

b. 拠点における生物多様性への配慮

生物多様性に関する環境方針の策定、開発等における
自然への影響の最小化をお願いします。また、自然の保
全・回復に取り組む地域、団体等との協働・連携も含め、
自然環境をより良くする活動の実施をお願いします。

✓水環境インパクトの削減

各国、各地域の水環境事情を考慮し、拠点における水リスクを
量と質の観点から評価した上で、下記等の取り組みをご実施い
ただき、水環境インパクト（影響）の削減をお願いします。

• 水使用量削減、雨水の利用、工場等での水の循環利用、
排水の水質向上、取水源の保全

データソース：トヨタ「グリーン調達ガイドライン」

▲「グリーン調達ガイドライン」

https://global.toyota/pages/global_toyota/sustainability/esg/toyota_green_procurement_guidelines_jp.pdf
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実施状況および結果の追跡調査

ツール等を活用したアセスメント、サプライヤー等と
密に連携した取組状況のモニタリング

ネスレ

◼ 2024年に、SBTNのガイダンスに沿って上流、直接操業を対象に、
The SBTN Materiality Screening ToolやGlobal 
Biodiversity Score (GBS) 、LCA、State of Natureなど、
様々な手法・フレームワークを活用し、生態系への影響にかかるア
セスメントを実施した。

◼ また、特に重要なKPIとして下記を定義し、農家やサプライヤーと密
に連携してモニタリングしている。
✓ 森林減少・転換ゼロ商品の割合（牛肉、パーム油、紙、大豆、サトウキビ、
カカオ、コーヒー）

✓ 重要な原材料の内、環境再生型農業を実践している農家から調達した
割合

✓ 重要な原材料の内、責任ある方法で調達した割合

データソース：ネスレ「Non-Financial Statement 2025」

▲生態系への影響にかかるアセスメントの実施プロセス

自然の保護・再生にかかる具体的な基準の設定、具
体的な取組推進の要請

◼ 「Sustainable Agricultural Principles」を策定・運用することで、
持続可能な調達を推進している。Principle 2として「自然の保護・
再生」について規定しており、合計で29個の基準を設定することで、
サプライヤーに対して具体的な取組の推進を要請している。

✓土壌の健全性の維持・再生（４基準）

✓適切な土地利用の支援（３基準）

✓自然資本・生物多様性の保護・再生（12基準）

✓水資源の保護（10基準）

▲ 「自然の保護・再生に関する基準

データソース：ユニリーバ「Sustainable Agricultural Principles2026」

ユニリーバ

https://www.nestle.com/sites/default/files/2026-02/non-financial-statement-2025.pdf
https://www.nestle.com/sites/default/files/2026-02/non-financial-statement-2025.pdf
https://www.nestle.com/sites/default/files/2026-02/non-financial-statement-2025.pdf
https://www.unilever.com/files/unilever-sustainable-agricultural-principles-2026.pdf
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影響への対応方法等の情報開示

消費者に対する「森林影響への対応」の発信

明治HD

◼明治HD

➢カカオ農家支援活動に関連するマークとして、「メイジ・カカオ・サ
ポートマーク」を商品に付与している

➢また、森林保全と森林との共生に取り組む、アグロフォレストリー農
法を支援したチョコレート製品である「明治アグロフォレストリーチョ
コレート」を開発・販売している

データソース：明治HD「VALUES」
参考：環境省「ネイチャーポジティブ経済移行に向けた企業価値向上ストーリー集」（P14-15）

▲明治アグロフォレストリーチョコレート▲ 「きのこの山たけのこの里8袋」 ▲取組の背景・概要

https://www.meiji.com/sustainability/cocoa/values/
https://www.env.go.jp/content/000409115.pdf
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